
 近年、福祉・防災・防犯・教育などの課題が多様化している
にも拘らず、少  齢化や核家族化、都市化によって のつな
がりが希薄になってきました。そこで佐賀市では、地域と 政
が連携し、住 の皆さんが主役となる協働のまちづくりを 指
して、平成 23 年度から「地域コミュニティづくりモデル事業」
を ってきました。
  与賀校区は、この事業のモデル校区に 候補し、今年 8  
に 治会や ども会、  クラブなどの役員が中 になって「 
与賀校区まちづくり推進委員会」を ち上げました。この推進
委員会は、まちづくり協議会の設 に向けて、校区の課題解決
や夢を描く『夢プラン』を作るために今年 10  ~ 来年 2  に
3回の「まちづくり座談会」を開催します。

協働のまちづくりについて考える

「今、 与賀に 番必要なこと」

まちづくり協議会とは
単位 治会や各種団体で われている地域活動では、解決でき
ない問題があります。問題解決のために 治会・ ども会・ 
 クラブなど、校区の各種団体と地域にお住まいの が連携し、
校区の 標や課題について協議し、 動する場が「まちづくり
協議会」です。
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「活動を探る」
〈分野別〉
 然環境・歴史 化・ ども・安 安全
          福祉・ のつながり など

平成25年 12  1  （ ）19:00     与賀公 館
【発  】 与賀まちづくり推進委員会【発  】平成 25 年 10  
【問合せ】 〒840-0034 佐賀市 与賀町 字厘外 1405（ 与賀公 館）
            TEL・FAX  0952-23-4683  与賀校区「夢プラン」

 与賀校区まちづくり座談会
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良いとこ悪いとこ探し
平成25年10 1  （ ）
19:00    与賀公 館
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〈分野別〉 然・歴史・
 化・安 安全・福祉
平成25年12 1  （ ）
19:00    与賀公 館
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第    回3 「夢プランを作る」

 与賀町の 針決定と
夢プランの作成
平成26年2  1  （ ）
19:00    与賀公 館

まちづくり座談会のご案内

地域間で差がある

● 与賀町が北と南と 分されて

考え も 2 通りが必要と思われる

●地域間で若 特性に差があるの

でお互いの事を知る機会が必要●

それぞれ特徴があると思われるが

その対応が難しい●部落によって

違いがあるが協 的でないのでど

うしたらいいか考えたい● 供が

多い少ないの両 の意 が出たの

で地域によって違うと感じた

具体的な内容

● 与賀のいいところのＰＲや情

報発信●クリークが多いので 主

的に掃除をする 治体が欲しい●

 齢者も多くなり買物難 が予想

されるので 型スーパーがひとつ

は欲しい

多くの参加

●年齢を問わず 々な意 を出し

て頂く●地域の 事など集まる機

会に参加すること

意 を交わす場

● 々な意 を う場が必要だと

思いました●各団体の横の話し合

いが必要●各町区でもこのような

グループ討議をしたらいい
感想

●座談会を通じて良いところ悪い

ところが改めて感じられた● 々

な  から意 が出てきて、いい

ところをもっと伸ばし、 けてい

る所を補っていけるようになった

らいいと思います● 与賀は住み

やすい町だけど何か りないよう

な感じがします。それは今後の課

題と思います！●これを機会にみ

んなとコミュニケーションを強く

して街づくりに協 して きたい

ビジョン

●歴史を かす町づくり● 供と

お年寄りが仲良く過ごせる環境作

り●若い家族や 供が住みやすい

町づくり

若い 材

●これから町づくりに必要な若い

 をもっと れるべき●全世代で

の話し合いができれば 々な意 

が出るのではないでしょうか

コミュニケーション

●古くから居る と新しく来た 

がうまくコミュニケーションでき

るように●各 治会が強くまとま

る様に協 していくことが 事●

お互いに名前を知ることから始め

たらいい● 事で名札を活 する

災害対策

●災害等に対する安全対策につい

て考えたい●道路を広くする必要

があるところがある

どなたでも
参加できます！



第１回まちづくり座談会

・ 辺がきれい・空気がきれい
・本庄江川の 然が豊か
・農産物が豊かである
・ 園 景がいい
・まちがきれい
・平松鉱泉がある
・桜ロードがある
・クリークがある

 然
環境

良いとこ 悪いとこ

歴史
 化

 ども

福祉

安 安全

 の
つながり

・公共施設（ 道場・天体望遠鏡・野球場）
・お寺が多い
・歴史（副島種 ・江藤新平）の跡が多い

・ どもが挨拶をする・素直
・地域で 育てしている
・ どもが元気

・お年寄りが元気

・災害・ 害が少ない
・ が少ない
・ 転 で りやすい
・治安が良い

・まとまり・つながりがある
・誰とでもすぐ仲良くなれる
・祭りや 事がたくさんある
・運動会・イベントの参加が多い
・若い が結束している
・協 して川掃除をしている

・ （川・堀・クリーク）が汚い
・昔より、 然・ が少ない
・ （蚊・カエル・鳩）が多い
・  路に草が茂っている

・ 化がない

・ どもが少ない
・遊び場や公園が少ない

・ 齢者が多い
・公共交通が少ない（不便）
・お年寄りの買い物が不便

・ 害・浸 の起こる冠 地帯
・川の排 が悪い、泥が溜まっている
・ が多い、通り抜ける、渋滞
・街灯が少なく、暗い道がある

その他

・便利（買い物）
・団地が多い
・住居と農地が分かれている
・特産品（かまぼこ・ ・のり・アス
パラ・イチゴ）がある

・不便（お店がない・遠い）
・公園が少ない
・空き家が増えてきた

・ 事に参加しない、少ない
・新旧住 の交わりが難しい
・交流が少ない
・責任感が薄い・意識が低い
・よそ者が りにくい
・近所付き合いが少ない

  与賀公 館で われた第 1 回座談会
には、校区役員や 般公募した 59  の皆
さんに参加していただき、地域に対する想
いや 与賀の良いとこ・悪いとこを出し合
いました。
 はじめに、 与賀校区の 地図に、道路、
川、住宅などに を塗ったり、 宅を探し
たり、地域の特性を再確認する所から始め
ました。そして、 与賀の良いとこと悪い
とこをふせんに書き出して、１つ１つ地図
に貼りながら、意 を述べていきました。
 ８つに分かれたテーブルには、それぞれ
推進委員がおり、皆さんの意 を引き出し
ながら、班をまとめていきました。最後は
各班ごとに話し合ったことを発表し合って
考えを共有し、「今、 与賀に 番必要な
こと」について考えました。
 どの班も、和やかな雰囲気で、楽しそう
に 与賀への思いを話していました。夜遅
くまでご参加いただき、ありがとうござい
ました。
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良いとこ悪いとこ探し

座談会での意 のまとめ


